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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在薬薬学連携協議会で取り組んでいることに非常に有用なこととして、開催する運びとなりました。
それは、腎機能低下により注意を要する医薬品の適正使用を推進するものとして、病院診療所薬剤師と保険薬局薬剤師の間で情報を共有する取り組みです。
特別講演に先立ちまして、現在進めている取り組みについて簡単にご説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、先生方も承知の通り、多くの薬剤が尿から排泄されます。
腎機能が低下していると排泄が遅延し、血中濃度が通常より高くなることが予測されます。
血中濃度が上がれば、有効性も上がるかも知ればせんが、副作用の発現可能性も当然あがり、中毒性副作用の発現へと進みかねません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
腎機能低下患者に対する薬物の適正使用は、個々の腎機能に応じた投与量を考え、副作用が出ないようにし、有効性を保つことにあります。
幸い、患者個々の腎機能はeGFRという検査値やSCrから導き出されるCcrによりおおよその把握が出来ます。
また、投与量に関しても腎機能に応じた中止や減量の指標などが添付文書に明記されているものもあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、入院患者の場合はカルテからリアルタイムで検査値を確認できるため、腎機能に応じた処方監査は容易に出来ますが、外来患者の院外処方の場合は保険薬局での検査値の確認が困難なため、難しい問題です。
そこで、病院薬剤師が腎機能の低下している患者のお薬手帳にシールで目印を付け、なおかつその根拠の検査値を手帳に記載すれば、手助けになるのではないかと考え、運用を考えることとしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目的は、腎機能低下により注意を要する医薬品の適正使用です。


Q\‘/ — )UaEF

| —

B (BiREE RO

-

@9 & f5t <

«arrerOO0ML/min/1 73miskss

21ETs

C

yfal

eGFR1‘|§73“45mL/min/1 T 3MEE

-H?Eﬂ«b%'l‘%%‘?f\é—z%\ —BHEDISEEHD

N CER =SB



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シールをはる患者の要件はeGFR値を指標とします。
検査のeGFR値が2回続けて60mL/min/1.73㎡未満となった場合腎機能低下患者とみなし、シールを貼ります。
また、eGFR値が45mL/min/1.73㎡未満であれば、2回目を待たず、腎機能低下患者と判断しシール適応患者となります。
ただ気を付けることは、透析患者を除くことと、脱水や急性腎不全等、一過性に悪くなっている場合もあるので症例を考慮する必要があることです。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
病院薬剤師が、入院中の検査値からシール適応患者と判断した場合、まずは患者に説明をし、シールを貼っていいかどうか確認し同意をもらいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同意を得たら、お薬手帳の表紙にシールを貼り、検査値とその検査の日付を記入するというものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険薬局では、手帳にシールが貼られている患者の処方せんを受け取ったら、手帳に記載のeGFRを確認して腎機能に注意を要する薬剤の用法用量があっているかも含め処方監査を行います。そして疑問があれば疑義照会をするなど適切に対応します。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このシールの名称は“そらまめシール”と命名しました。

現在、取り組みを継続しています。
運用開始の際はご協力をお願いいたします。
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